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位相空間 〃 が以下のように分割されるとき,この分割を肘 の胞体分割と呼ぶ.






(1)M - u eと
0<n<N
l≦i≦Jn
(2)各 か こついてn次元閉球体布 からM への連続写像 pとで副Dn がDnからeとへの同
相写像となるものがある･(etをn次元胞体とよぶ.)
















先ず ∂DnにDnの向きから決まる向きを定め (図 3参照),pと(∂Dn)がeJn_1を覆う(向きを

















































an-o(n≧3) a2-0‥R→RO ∂1-0:RO→R ao-(1):R→R
右側の胞体分割に対しては









特にこの例から分かるように,M が n+1次元胞体の境界になっていない n次元球面を含め
ば,Hn(M)はそのような球面の数だけ R を含む.
逆に,Hn(M)が Ⅰ酸 を含むならば,M は大体 Snをk個含むと考えて良い.(常にそうである
訳ではないが)
3 ベクトル場による胞体分割 とFloerHomology
この節ではM をcompactな多様体とし,X をM 上のベクトル場,XがM 上に誘導するflow
を4,tとする.
仮定
(1)Xの平衡点は全て hyperbolic.即ち,pが平衡点であればX のpでの線型化 DXb)は実
部が零の固有値を持たない.
(2)〟 上の点 m が平衡点でなければ
Iim ¢t(m)-p, tLi‰ ¢t(m)-qtう -00
となる平衡点p,qが存在する.
(3)任意の二つの平衡点 p,qtこついて,pの不安定多様体 Wu(p)とqの安定多様体 Ws(q)は









る.この時,上記の仮定(1),(2)よりM - u eとが成り立つ.(但し,dimM -N とする･)ま
1<n<N
O≦i_<In




























組で,克/Niが Sn とHomotopy同値なものを与えられたとする.この時,各 Niの∂L'm＼Nil
(m≦n-1)への張り合わせ方を指定すれば元の多様体 M の胞体分割M-Ileとを得ることが
出来る.
このことより,M の胞体分割を得るにはM 上のベクトル場 X に課せられていた条件は,以下
のように緩めることが出来る.
仮定
























M を多様体,X をその上のベクトル軌 4･tを X の定めるPow とする.空集合または 4,tの
compactな不変集合 S(4,i(S)-S,∀S)に対 し,以下の条件を満たすcompact集合の組 (L,N)を
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講義ノート
(1)SはLの内部に含まれる.








一般にcompact多様体 M 上のベクトル場 X が与えられた時,以下を満たすような互いに共通
部分を持たない isolatedinvariantsetの集合S-(Si)t=1をM の Morse分解とよぶ･
(1)Sには半順序 <が定められている.




(;三三;ト cHn-i(Si,-(三 二 )




























△n-o(n≧3), △2.･2:㌢JZら, △1:2121212k, △o:ZをJ Z2
となるが,Ker△n/Im△n+1-Hn(S2)が成り立つので,















更に一般にcompactとは限らない多様体 M 上のベクトル場 Xが与えられた時,X のisolated
invariantsetの集合をS-(Si)t=1とし,〟-(Vsi)Si】Utm ∈M t]i,3'S･t･α(m)⊂Si,U(m)⊂
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図 14:入=入*でのheteroclinicorbit
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